
 

【雪道走行に注意の巻】 

 

先日、広い範囲で夜中に降った雪は大変でした

ね。さまざまな交通機関、物流が麻痺し我々も配

達に支障をきたしましたし、事故も何件か見まし

た。あまり慣れていない雪道走行。当たり前の事

ですが改めて皆様にご案内したいと思います。 

 

① とにかく、スピードは出さない。 

② 車間距離をしっかりあける。 

③ チェーンの装着は早めに。 

 

自分が事故を起こすことを防ぐ意味合いもあり

ますが、バイク、歩行者、自転車が思いもかけな

い挙動で車道に飛び出してくるかもしれません。

 我々も交通状況が難しい日こそ、改めて初心に

返り安全運転を心がけたいと思っています。 

 

 

岡山県倉敷市と香川県坂出市を結ぶ１０の橋。それらを

総称して「瀬戸大橋」といいます。全長 12300ｍのこの橋は

島国である日本が当時の技術の粋を集めて作られた、最

先端の橋梁でした。また、電車と自動車が走ることが出来

る二階建ての「鉄道道路併用橋」としては現在でも世界最

長の橋であり続けています。 

海上から見上げる瀬戸大橋の巨大さは、己の小ささを改

めて感じさせる迫力と、先人たちが自然に立ち向かった

偉大な碑として見る者を魅了してやみません。 



 

【お引越しシーズンですね】 

 

まだまだ寒い日が続きますがもうすぐ春が 

やってきますね。春といえば新生活に伴う 

引越が増える時期です。 

メッセンジャーでは大手の引越しやさんの 

ような巨大なトラックで荷物を運ぶことは 

できませんが、小さな会社だからこそできる 

ハンドリングのよさや、お客様のニーズに 

あわせたオリジナルの引越しをお受けいた 

します。特に、単身者の方、独身の方、大型 

家具だけの移動、部屋のお片づけ、不用品の 

引取りなど是非ご相談下さい。 

特に広島市内だと融通が聞けますよ～。 

各種転居届け（電気、水道、ガス、携帯等）

も忘れずに！良い新年度を迎えましょうね！ 

 

 

たくさんの橋が架かり、しまなみ街道、とびしま海道が開通

すると観光客も気軽に瀬戸内海の島々に行くことが出来

るようになりました。この上蒲刈島もそのひとつ。本土から

は安芸灘大橋と蒲刈大橋を経由し到着します。写真の

宮盛港はきれいに整備された桟橋が並び、たくさん並ぶ

漁船や漁師さんが行き交います。島全体が見所ともい

え、瀬戸内らしい雰囲気を楽しみつつのんびり過ごすのが

醍醐味。島の物産を販売する「であいの館」や島グルメを

楽しめる「かつら」もおすすめです。 



 

【急送急配 ハンドキャリーの巻】 

花粉が舞う季節で大変苦しい思いをしていま

すがいかがお過ごしでしょうか？早く花粉が終

わって今度は「桜舞う」季節になって欲しいもの

です。 

 我社の代表的な業務はやはり「急送急配」。 

どうしても急ぎで届けたい物品や書類をさまざ

まな輸送モードを駆使し、これまでの経験を生か

した連携でどこよりも早くお届けします。 

この季節になると思い出すのが、何年か前、入

試願書の締め切り間際にどうしても東京まで送

って欲しいとお願いされ時間ぎりぎりで間に合

わせたことがあります。その後学生さんからお礼

のご連絡を頂きましたので合格されたのかなぁ

と喜んだものです。 

皆さんもお困りの際には是非メッセンジャー

を頼ってくださいね！ 

 

 

大戦中から主要な軍港として栄えた港町「呉」。史上最

大の戦艦「大和」のふるさとであり、今も海上自衛隊や海

上保安庁の艦船が多数停泊し、造船所では巨大なタン

カーや、輸送船、旅客船が建造されています。林立する

クレーンは夜になると幻想的な光景を現し、山の手から見

る呉湾の景色は息を呑むほどの美しさです。戦艦大和は

1945 年の 4 月にこの呉港を出航し、江田島と似島の間、

大須瀬戸を抜けて沖縄へ。多数の乗員と共に帰らぬ船

となりました。写真は大和が作られたドックです。 



 

【シュッレッダーの巻】 

メッセンジャーには巨大なプロ用シュレッダーが

あります。自営業の方や、個人の方などお越しにな

られる方は多種にわたり、さまざまな書類をバリバ

リと処分されに来られます。重要な書類がなければ

当方でシュッレッダーにかけることもお手伝いでき

るのですが、やはり情報が重要視される昨今、ご自

分で処分されたい方も多く、その際にはスペースを

ご用意して作業していただいております。 

最大６５枚重なった紙もなんなく処理するこいつ

の能力は驚くほどで、ダンボール１箱分なら約１０

分で終わってしまいます。データの入ったCDやフ

ロッピーなども物ともしません！ご自分で作業して

いただく際の費用は紙袋（大）なら５００円。ダン

ボール１箱なら１０００円程度です。 

書類処分に困ったら是非お気軽にお問い合わせく

ださいね。 

 

 

本州と四国を１０本の橋でつなぐ「しまなみ海道」。その最

南端今治側に位置する「来島海峡大橋」は３つの吊り橋

が連なって構成される世界初の三連吊り橋で全長 4105

ｍもある巨大な橋です。鳴門海峡、関門海峡とならぶ日

本三大急潮の１つ「来島海峡」は最大潮流１０ノット以上

ににもなる海の難所です。世界中でもこの海峡のみに適

用される「順中逆西」という航法があり、潮流の向きによっ

て通航する経路を変更するという大変珍しいものです。海

上から見上げる大橋は様々なロマンをかきたてます。 



 

【修学旅行のお荷物運びます！】 

さわやかなこの季節は全国各地から修学旅行でた

くさんの学生さんが広島へやってきます。 

広島には世界遺産である宮島厳島神社、そして平

和教育には欠かせない原爆ドーム・平和公園があり

ます。新幹線や飛行機で広島駅までお越しになり、

そのあと各観光地へ向かうパターンが最も多いので

すがそんなときに困るのが大きな荷物。 

１泊２泊程度の旅行でも着替えや身の回りのもの

を集めると結構な量になり、みなさん大きな荷物を

抱えて大変そうです。そこでメッセンジャーの出番

です！広島駅、各観光地からお泊りのホテルまで。

またはホテルから、最終の乗り物駅までお荷物をお

運びいたします。学生さんは身軽に観光をご満喫い

ただけ楽しい思い出もたくさんお持ち帰りいただけ

ます。メッセンジャーの修学旅行のお荷物配送サー

ビス、是非ご利用下さい！ 

 

 

大崎下島の港町御手洗。古くから風待ち潮待ちの待ち

として瀬戸内海の船乗りに愛された町です。以前にもこの

コラムで取り上げました。実はこの町、婦人会の方の努力

で、家の前に一輪挿しを飾る活動を行われています。古

い美しい町並みを歩くと、ほとんどのお家の前に美しい花

が。時代は変わっても続く、「お迎えし、おもてなししようとす

る心」が、訪れた人を「また来たい」と思わせる最大の要

因となっています。誰でもあったかく迎え入れてくれる町、

御手洗。是非一度訪れてみてください 



 

【梅雨入り、雨降り気をつけて！】 

クルマを使っての配達を生業としている以上、ど

んなに雨が降ろうと、雪が降ろうと走らなければな

りません。厚い雲に覆われた日や、土砂降りの日に

は昼間でも暗く、視界も大変悪くなります。 

いつも以上、運転には気をつけているのですが、

車が不調を起こしては危険性が高まります。やはり

車も道具である以上メンテナンスは欠かせません。

この季節に注意したいのはワイパーのゴム劣化、

ウォッシャー液不足、タイヤ磨耗です。 

よれよれのワイパーゴムですと水が掻き落としき

れず視界は悪いまま。泥を含んだ水の跳ね上げを落

とすにはウォッシャー液が不可欠。磨り減ったタイ

ヤはスリップ事故の元。…考えてみれば当たり前の

事なんです。当たり前の点検整備を怠り無くやるこ

とがプロの仕事をこなすために必要な「プライド」

に繋がるのだとメッセンジャーでは考えています。 

 

 

広島市に隣接する呉市。あの史上最大の戦艦大和の

生まれ故郷にして、重要な軍港としての役割を担った呉

港。明治時代に第二海軍区鎮守府が置かれてからは、

造船、鉄鋼などの産業が栄え、第二次大戦中は日本

最大の海軍工廠も置かれました。現在の中央桟橋ター

ミナルは平成１２年に完成したものですが、レトロなレンガ

造り風のデザインを取り入れ、頂上のドーム型展望台が

特徴です。歴史ある港を演出する建築物として大和ミュ

ージアム、鉄のクジラ館とともに市民に愛されています。 



 

【暑いから。社内の温度に注意！】 

夏真っ盛りです。暑い日ざしに照り付けられて冷

蔵車、冷凍車が大活躍です。皆様も車で遊びに行く

と駐車した車の中がものすごーく暑くなっているの

を経験したことがおありかと思います。 

あの車の暑さ。何度あるかご存知ですか？日差し

を一番浴びるダッシュボードの近くはなんと 70 度

を超える熱を持ち、社中の温度も 50 度以上。陰に

なっている足元ですら 40 度を超える温度まで上昇

します。プラスチック製品も変形したり、ゴムなど

はどろどろになってしまいます。乗車しての熱中症

対策も大切です。炎天下に一番良いのは「サンシェ

ード」です。今は窓ガラスに貼り付けるタイプのも

のがあります。それをつけるだけでダッシュボード

は 25 度くらい温度が低くなります。後は指一本分

程度窓を開けるとずいぶん温度上昇を防げるので、

是非皆さんも参考にしてみてください。 

 

 

古の風情を残す世界遺産の島「厳島」。その島内では人

力車が颯爽と駆け回り、観光客を楽しませています。いく

つかの人力車がありますが、その中でもひときわ目立つ

出で立ちで駆け巡る一台が。といっても着物が派手だと

かいうのではなく、真っ黒に日焼けした顔に黒い衣装。極

め付けがきっちりと結われた「ちょんまげ」。決して呼び込み

などすることなど無く、静かに朴訥にお客様を運んでいる

彼の名は大橋実さん。今日も走り続ける彼の姿は立派な

瀬戸内の風景と言えるでしょう。 



 

【あらゆる手段】 

メッセンジャーのお仕事で一番多く寄せられるの

はやはり急送急配です。いかに早くお客様から荷物

を受け取り、いかに早く目的地へ荷物をお届けする

か。とてもシンプルなテーマですが、突き詰めてい

くととても複雑多岐な手段をとることになります。

車だけでなく、バイクや新幹線、時には船や飛行機

まであらゆる交通機関を利用してお運びします。 

もちろん利用した交通手段が高額の場合、お客様

へのご請求も高くなるのですが、世の中金額だけで

は決まらない場合も多々あり、速さが至上の目的と

なることも少なくありません。大きなネットワーク

やインフラといった物質的ものを守るだけでなく、

人の命に関わる場合もありそれが私たちのプライド

となっています。右の写真は飛行機に載せられるジ

ュラルミンのコンテナです。何かを守ってきた彼の

ように我々も努力し続けたいと思います。 

 

 

広島市内から車で走っていける島、江田島能美島。でも

やっぱりこの海に囲まれた島は船で訪れるべきです。アル

ファベットの Y の字のような形をした江田島の左肩の部分

を能美島といい、そこには「砲台山」という山があります。

頂上には西日本最大級の芸予要塞跡があり、レンガで

囲まれた展望台からは瀬戸内海が文字通り一望に出来

ます。沢山の船の航跡を山頂から眺め、自分たちの乗っ

てきた船を見ることで人の小ささや海の大きさがきっと味わ

えるはずです。[広島港より江田島汽船乗船約 30 分] 



 

【蛇に注意】 

お客様のご要望で、庭や敷地内の草抜きをご依頼

されることがあります。作業する規模などによって

料金や時間は変わってきますが、先日少し怖いでき

ごとがありました。草を抜いていたスタッフ。もち

ろん手袋をつけていたのですが、「イタッ」との声と

ともに倒れこみました。手指を「マムシ」にかまれ

てしまったのです。手袋も貫通し、かまれた指は、

見る見る間にどす黒く変色。あっというまに肩口ま

でパンパンに腫れ上がってしまいました。農作業を

行う地域の家にはこういうことが起こった時のため

に、血清を置かれているお家が多々あります。とこ

ろがこの日は血清をお持ちの家が留守。すぐに救急

車を呼んで病院に搬送されました。なんとかすぐに

処置を行ってもらい大事には至らなかったのです

が、一週間たった今もまだ腫れは収まっていません。

皆様も草抜きの際には十分注意してくださいね。 

 

 

広島港の夕焼けは日本一です。数年前日本旅客船協

会が実施した「船から見える風景 100 選」のフォトコンクー

ルの際に、広島港のフェリーから見える夕日やクレーン群

が他の風景を抑えて一位となりました。島から船で広島

市内へと通学する学生さんが撮影したものだったのです

が、当たり前の生活の中に溶け込む風景の中にこそ本当

に美しいものが隠されているのかもしれません。海や山、

人々の営みの中に輝くベストショットを見つけにカメラさん

ぽってのもいかがでしょうか？ 



 

【ルート配送】 

特定の依頼を受けたクライアント様のお荷物を決

まった時間、決まったルートで配達することをルー

ト配送といいます。たとえば、多数の支店や営業所

があり書類の行き来が頻繁に起こるお客様や、スー

パーマーケットなど食品、食材を定期的にお配りす

る必要がある業者様などのご依頼を請け負っていま

す。メッセンジャーでは信書便事業者の認可を得て

いますので、重要書類なども配送することが可能で

すし、冷蔵車、冷凍車といった特殊車両を保持して

いますので、冷凍物や生鮮食品もお任せいただいて

おります。もちろん、認可や装備だけに頼ることな

く、高レベルの品質と信頼できるサービスをご提供

する為に、常日頃社員教育を行っております。 
コスト削減や、業務効率化をお考えの事業者様。

是非メッセンジャーにご相談くださいますよう今後

ともよろしくお願い致します。 

 

 

岡山県笠岡諸島のひとつ、白石島。人口１０００人に満

たないこの島には、重要無形文化財「白石踊（しらいしお

どり）」が源平の時代より伝わります。戦死者を弔う為に始

まったとされるこの踊りは、毎年夏になると浜辺で行われ、

愛嬌のある振り付けと太鼓、お囃子が参加している人を

ワクワクさせます。島は小さいですが、立派なお寺「開龍

寺」や、山の頂上に鎮座する大岩、沖合いの小さな弁

天島に作られた社など、見所が沢山です。一度行くと絶

対ファンになる島「白石島」。是非体験してみてください。



 

【健康第一】 

お客様のニーズに正確にお応えする為には、なん

といっても健康管理が第一。風邪や病気でうつろな

状態では業務遂行に支障がでます。身内の病気が少

し続きまして、健康の大切さを改めてかみしめてい

る毎日ですが、今年もインフルエンザや風邪がはや

りだしました。業務とは直接関係のない話ですが、

やはり基本的なこと、手洗いやうがい、こどもでも

実践しているようなことが結局は一番風邪の予防に

は効果があるようです。 
というわけで、病院が繁盛する季節です。私たち

は、「医療の現場」とまではいいませんが、急送急配

というお仕事を通じて社会のお役に立てているので

はないかと思っています。それは、急な医療品の配

達や、手術用の専門機器など、お医者様がお困りの

際に、いつでも配送を通じてお手伝いできるよう今

日も健康第一にスタンバイしているからです。 

 

 

本州と四国を結ぶしまなみ海道。その東側に位置する

「佐島」と「生名島」を結ぶ橋が「生名橋」です。開通は２

０１１年の新しい橋で、全長５１５ｍの斜張橋。４ｍ幅の一

車線しかない橋ですが、中央部に大型車が離合する為

のスペースが設けられた変わった橋で、歩道に沿って歩

いて渡ることも出来ます。橋の中央に立つと大きく広がる

視界が恐ろしいぐらい美しく、はるか下に波打つ瀬戸の様

子とあいまって、まさに空中散歩といった趣きです。因島

からフェリーで弓削島に渡ると佐島、生名島とドライブを

満喫できますので是非訪れてみてください。 



 

【お仕事の向こうに】 

今年もたくさんのご依頼をいただき、日本中のさ

まざまな場所への配達を経験させていただきまし

た。行く先々でいろいろな経験をし、さまざまな人

とふれあい、たくさんの方のお力添えで無事に一年

を過ごすことが出来ました。 
弊社のスタッフが行く先々から写真を撮って送っ

てくれます。右の写真も富士山が美しく見えた日に

携帯で撮影して送ってくれたものです。私自身は立

場上配達にでることは少なくなりましたが、それで

もこうやって、道はつながり、人はつながり、縁も

繋がっていくことを改めて実感した一年でもありま

した。 
来年もお客様のニーズにお応えできるよう、新た

な面白いサービスをご提供できるよう創意工夫と切

磋琢磨を持って努力していきたいと思っています。

今年一年間、誠にありがとうございました。 

 

 

かつては軍港として栄え、戦後は造船の町として栄華

を誇った呉市は、いまでも多くの船が行き交う港町で

す。呉と愛媛県を結ぶ航路、江田島の各港へ向かう高

速船やフェリー、自衛隊の船や潜水艦、海上保安庁の

船などそれはバリエーションに富んださまざまな船舶

を楽しむことが出来ます。呉中央桟橋のターミナル二

階にはテラス状の通路があり、アーチ型の屋根がかわ

いらしく港の風景を切り取ってくれます。のんびりと

海の雰囲気を楽しめる素敵な場所です。 


